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１ はじめに

鹿児島県における農村集落の現状として，農業者の高齢
化や過疎化が進行しています。特に農業従事者は，平成22
年から令和２年の10年間で，６万４千人から３万６千人と
４割近く減少しています。（出典：農林業センサス）

総戸数が10戸を下回る農業集落では，集落活動の実施が
急激に低下し，３戸を下回ると単独集落での機能維持は厳
しい傾向にあると言われています。（農林水産省）

このような中，農用地の保全，地域資源の活用，生活支
援など３つの集落機能を補完する複数の集落で構成される
農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）による地域コミュニテ
ィ機能の維持・強化が求められています。

いつまでも住み続けられる農村集落のために私たちにで
きることは，一体何なのか，本書がその考える機会の一端
を担うことができましたら，幸いです。
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２ 本書の利用方法
この手引きは，「農村ＲＭＯとは」「農村ＲＭＯの進め

方」「話し合いの進め方・合意形成に役立つ手法」「話し
合いを促すワークショップ手法」「農村地域づくり事例」
「活用できる施策支援制度」「各種様式(アンケート等)」
で構成しています。

「農村ＲＭＯとは」「農村ＲＭＯの進め方」では，農村
RMOの概要や農村RMOの形成のステップとそのヒントな
どをまとめています。

「話し合いの進め方・合意形成に役立つ手法」「話し合
いを促すワークショップ手法」では，活動を行う上で欠か
すことのできない，『地域住民の合意形成』に向け，役立
つ方法等をまとめています。地域住民，自治体職員も含め
て，ご活用ください。

「農村地域づくり事例」「活用できる施策支援制度」

「各種様式（アンケート等）」では，すぐに活用できる様
式や施策等をまとめています。

また，この手引きは以下の人たちに活用してもらうこと
を想定しています。

〇これから農村ＲＭＯを立ち上げたいと考えている人

〇現在，農村ＲＭＯを運営している人

〇地域づくりについて悩みや疑問がある人

〇地域づくりを支援する自治体職員など

1



３ 本県の農業集落等の現状

都市的
地域

平地地域 中間
農業地域

山間
農業地域

計
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４３７
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（１）農業集落の構成 〇７割が中山間地域

Ｒ２農林業センサス

（２）農業集落の推移

（単位：集落）

（単位：集落）

農林業センサス

寄り合いが減少

（３）活性化のための活動状況

伝統
芸能

イベ
ント

環境
保全

ｸﾞﾘｰﾝ･
ﾂｰﾘｽﾞ
ﾑ

６次産
業化

定住
促進

農業集落数 2,925 4,041 4,839 345 148 228

Ｈ２７ 都市住民との連携 215  236 210 94 29 18

ＮＰＯ等との連携 261   437 200 47 23 24

農業集落数 4,251 4,894 97 35 139

Ｒ２ 都市住民との連携 385 481 28 3 15

ＮＰＯ等との連携 470 426 15 3 30

農林業センサス

〇都市住民やＮＰＯ等と連携して活動する
集落が増加しています。

集落機能が低下！
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４ 農村ＲＭＯとは？
農村ＲＭＯとは農村型地域運営組織の略称です。

ＲＭＯとは地域運営組織の英語表記の頭文字をさ
します。

Ｒegion Management Organization

農村型地域運営組織とは複数の集落の機能を補完
して，農用地保全活動や農業を核とした経済活動と
併せて，生活支援等地域コミュニティの維持に資す
る取組を行う組織のことです。

地域 管理・運営 組織

出典：農林水産省ＨＰ
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具体的には，

（ア）複数の集落にわたる範囲（例えば，小学校区

程度のエリア）を対象に，

（イ）複数集落による集落協定や農業法人などの農

業者を母体とした組織と，

（ウ）自治会，町内会，社会福祉協議会などの多様

な地域関係者が連携して協議会を設立し，

（エ）「農用地の保全」，「地域資源の活用」，

「生活支援」の３つの事業に取り組む組織の

ことを言います。
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５ 農村ＲＭＯの進め方

農村型地域運営組織を新たに立ち上げる場合の活
動プロセスを紹介します。

大きく，３つのプロセスに分かれます。

①立ち上げ期
農村ＲＭＯに向けた体制づくりの期間

②形成期
活動を実証していく期間

③定着期
活動を継続していくための期間

出典：農林水産省ＨＰ 5



立
ち
上
げ
期

形

成

期

定

着

期

活動内容
活動
ステップ

１ 仲間を集める
〇既存組織を活かす
〇地域のキーパーソンとの連携
〇先進地事例研修

２ 有志による話し合い
〇意向調査 〇地域課題の把握

３ 将来ビジョンの策定
〇ありたい姿を出し合う
〇ワークショップの開催
〇具体的な計画づくり

４ ビジョン達成に向けた取組
〇農用地保全・地域資源活用・生活支
援について実証

５ 組織の自走化に向けた話し合い
〇組織体制づくり
〇事業内容の決定

６ 組織的事業展開
〇法人化 〇事業の多角化
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活動プロセスの３つのステップ毎の

ポイントを紹介します。

《立ち上げ期》

POINT１

○ともに活動する仲間の輪を広げる

・キーパーソン※と連携

・地域の核となる方への事前根回し

・既存組織を活かす

POINT２

○地域住民に思いを伝える

・みんなで話せる環境をつくる

※キーパーソンとは・・・
「地域の全体像をとらえ，地域を熟知し，地域で顔が利く人

（北陸農政局パンフレットから引用）
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POINT３

○事務局・実行部隊となる人材を確保する

・企業・団体との連携

《形成期》

POINT１

○地域住民と一緒に将来の形を描く

・少し頑張れば達成可能なﾋﾞｼﾞｮﾝ設定

・「みんなで決める」説得力



《形成期》

POINT２

○活動の幅を広げる

・事務局・実行部隊の人員の拡充

・小さな成功の積み重ね

POINT３

○活動の資金を確保する

・行政の支援制度を調べる

・地域資源を活かしたビジネスに挑戦

POINT４

○活動を継続していく

・地域への思いを持つ人の輪を広げる

・楽しく集まれる場をつくる
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《定着期》

POINT１

○負担のかからない活動に見直す

現在の業務と組織体制を整理し，

メンバー間で業務の棚卸・再配分

POINT２

○次世代のリーダー，事務局・実行部隊

の後継者を育成する

地域内外の新たな人材の掘り起こし

（移住者，他地域で暮らす出身者等）
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POINT３

○活動を次世代に引き継ぐ

・法人化による組織の安定化

・業務の属人化を防ぐ仕組みづくり

・組織のあり方を見直す
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６ 話し合い・合意形成に役立つ手法

「ワークショップ手法」は話し合いを円滑
に進めるための手法で，地域住民が主体的
に参画し，課題発見や気づき，アイディア
の抽出，合意形成を図るなどの場面で活用
します。また，ワークショップにはいろい
ろな手法があり，テーマや目的に適した手
法を選択することが大切です。
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「ファシリテーター」は，会の進行状況に
あわせ，参加者の意見を中立的な立場で引
き出し，合意形成を図る役割をもつ，ワー
クショップに欠かせない存在です。

参加者に主体的に意見を出してもらうた
めには，次のような工夫が必要です。

１ 自由に意見を出せる雰囲気づくりをする

２ 意見は参加者に出してもらう

３ 参加者全員の意見を尊重する

４ 良い意見よりたくさんの意見を引き出す
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①《話し合いのコツ》
参加者として
〇何が論点になっているか常に考える

〇意見のはじめに賛成・反対を明らかにする

〇前に発言した人の意見を受け止める

〇伝えたいことは簡潔にはっきりとする

〇発言は「もっといいもの」を考える

ファシリテーター（含む進行役）として
〇常に中立の立場

〇話題がそれたり，論点がずれたりしないように

〇主な発言はメモを取り，確認する

〇参加者全員に意見を求める

②《話し合いのルール》
〇積極的に意見を述べる

〇感情的な意見は慎む

〇自分の考えを押し付けない

〇他の人の意見をしっかり聞く

〇反対の時は代案を発表する

〇意見が分かれたときは折合い点を探す

〇話し合いで決まったことには協力する
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７ 話し合いを促すワークショップ手法

①《将来人口推計の活用》※ワークショップのネタ

現在の人口ピラミッドを未来にスライドさせた，
将来人口推計の基となる人口ピラミッドを使って，
前向きな話し合いを進めます。

地域住民への動機づけや危機感の共有などの場面
で活用します。

20年後 20年後

人 口 農業就業者数
＜イメージ＞
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②《農地未来マップ》※ワークショップのネタ

〇集落での農地の使い方の現状と将来像を見える化して

これからどうしていくか話し合います。

地域の問題を自分ごととして捉え，みんなで話し合い

合意形成を図る場面で活用します。

〇進め方

①話し合う集落の範囲を決める。

②話し合う仲間を決める。

③話し合いに向けた準備をする（集落の地図，必要

な道具，用紙や付箋）

④現状を地図に描きながら，みんなで確認する。

⑤５年後10年後「どうなりそうか」「どうなってい

たらいいか」具体的に話し合いながら，未来予想

図を描いていく。

＜イメージ＞【現況地図】 【10年後の目標地図】
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③《ブレーンストーミング・ＫＪ法～》
〇 数多くある討議方法の中で，自由な発想で討議し，創造的に問題
解決を目指す代表的な手法です。課題に対して浮かんだ各人のアイ
ディアを自由に発言し，また他人のアイディアを聞いて新たなアイ
ディアを思いつくというアイディアの連鎖反応で，よりよい解決策
を見出すことができます。

様々な意見やアイディア等，情報を整理し，課題共有や解決策を
考える場面で活用します。

〇進め方

①７～８人前後のグループを作る。

②進行役を決める。

③書記を決める。

④テーマの決定を行う。

⑤現状・問題点について意見を出し合う。

書記は出されたアイディアをカードに書く。

⑥アイディアが出尽くしたらカードの見直し

をする。

⑦関連性のあるカードをグルーピングし，

見出しをつける

⑧グループ相互の流れやストーリーを考えな

がら関係性を書き，配置する。

「対策または改善策」についても⑤から⑧を

実施する。

⑨テーマに対する現状と問題点，対策または改

善策の図を見ながら，具体的に 取組む対策を

検討し表記する。

〇ルール

・自由奔放～奔放な発想を歓迎し，突飛な意見もＯＫ

・批判厳禁～どんな意見にも批判はだめ。

・量を重視～質より量。アイディアの数で勝負。

・便乗発展～出てきたアイディアを結合し，改善，更に発展
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④《ロードマッピング》
〇これまでの集落活動の積み重ねを踏まえ，どんな集落であ

りたいかという目標に向け，いつまでに誰が何をするかを

確認する作業です。将来の集落活動のあり方や見直しを検

討する場面で活用します。

〇進め方

①これまでの活動の振り返りを行う。

②振り返りを踏まえ，５年後，10年後の将来に向けて ，ど

のような活動を残したり，やめたり，復活させたりするか

を議論する。

③将来の目標を共有する。

参考：ＳＷＯＴ分析を活用した意見集約方法

④目標実現に向けて，誰が，いつ，何をするか確認する。

（例）北山校区コミュニティ協議会農用地保全計画

〇出された意見を付箋に書いて ｢強み｣｢弱み｣
｢機会｣｢脅威｣ごとに整理し，戦略項目の順位付け

項目

農業法人化の設立

新規就農者を呼び込む

荒廃農地・遊休農地調査

軽作業作物の定植

〇

実施時期

1年以内 ２年以内 ３年以内

〇

〇

〇
18



北山校区コミュニティ協議会(鹿児島県姶良市)
耕作放棄地・遊休農地の有効活用により，地域資源の新たな活用方法
を見出す。また，地域内外の人材活用や，高齢者が活躍できる体制を整
えることで，地域の活性化や生きがいづくりを目指す。

【地区概要】
・事務局名 姶良市農政課
・地域の範囲 小学校区（８自治会）
・土地の面積 3,315ha ・農地面積 144ha ・世帯数 191戸
・構成員 北山校区コミュニティ協議会，農家代表，民生委員，自治会長連

北山上・中甑・北山下・木津志集落協定，北山上・中甑・北山下・木津志女性
部等

取組内容

【全体】
〇地域住民によるワークショップで，地域
の強み，弱みを出し合い，今後取り組む
ことを検討し，その結果をもとに地元関
係図を作成
〇住民アンケート調査とワークショップ結
果をもとに，将来ビジョンを策定

【農用地保全】
〇遊休農地の解消として，約1,500本のヒ
サカキを定植。栽培から販売までを実証
〇法人設立に向けて話し合い活動を実施

【地域資源活用】
〇新たな農産物を活用した加工品や特産品の
試食会・品評会
〇竹林整備及び「黄金北山筍」の加工・販売

【生活支援】
〇地域交流，見守りの場として，地元食材を
活用したランチ会の開催

① 県内農村地域の事例

８ 農村地域の事例
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天城町地域づくり協議会（鹿児島県天城町）

【地区概要】
・事務局名 天城町農政課
・地域の範囲 町内全域
・土地の面積 8,040ha ・農地面積 2,110ha ・世帯数 3,049戸
・構成員 農業者代表，天城町広域協定運営協議会，天城町商工業者代表

天城町林業者代表，天城町漁業者代表，加工生産者代表

直売所を核とした消費者交流や新たな需要創出による農産物の販売収
益の拡大，地域内外の多様な人材を活用した地域共同での農用地保全活
動を行うしくみを構築する。

取組内容

【全体】
〇ビジョン実現に向けた協議会の運営・
体制整備

【農用地保全】
〇農用地保全活動を外部組織（スポーツ少
年団等）に委託し，非農家も交えた農用
地保全活動を実施
〇赤土流出防止対策として景観作物の実証
〇デジタル技術を活用した鳥獣害の軽減対
策の実施

【地域資源活用】
〇急速冷凍機を活用した加工品試作
〇マルシェの開催
〇水産業拠点施設を活用した直売実証

【生活支援】
〇移動販売による高齢者の買い物支援
〇高齢農家の農産物集出荷の試行
〇生活支援に関する部署との連携体制づくり
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② 県外農村地域の事例
東米良地区1000年協議会（宮崎県西都市）

無人販売所の運営や地域資源の商品開発等の収益化，地域内外からの
賛助会員の会費を活用した村おこし活動を展開する。

【地区概要】
・事務局名 ＮＰＯ法人東米良創生会
・地域の範囲 集落の集合体（12集落）
・土地の面積 14,200ha ・農地面積 143ha ・世帯数 117戸
・構成員 東米良地域づくり協議会，東米良1区・2区・3区，ＮＰＯ法人東米良創生会

西都市猟友会，銀上集落協定，（株）農業法人かぐらの里，（株）廣末鯉家
・米良産魚，石川林業，社会福祉法人善仁会本部，西都市

取組内容

【全体】
〇最新の技術と自然の恵みを取り入れた維
持継承できる最小単位の集落づくり

【農用地保全】
〇ゆず熟練農家の栽培技術継承にむけたＩ
Ｔ試作機器等の開発
〇農用地管理や鳥獣害防止対策の省力化

【地域資源活用】
〇ゆず，ジビエ，竹林等の地域資源を活用
した商品開発
〇ジビエ処理加工施設を設置・活用した，
運搬方法等の実証や未利用部位の活用

【生活支援】
〇オンデマンドカーやドローン等による物流
〇LINEを活用した無人販売システムを構築
し，キャンプ場及び｢憩いの場｣で実証
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根獅子・飯良まちづくり運営協議会(長崎県平戸市)

耕作放棄地を解消し地域特産物の生産・加工・販売等を目指す。
また，鳥獣被害にも強い，新たな地域資源（農産物）の開発を行うと
ともに，高齢者向け生活支援サービスを実施する。

【地区概要】
・事務局名 根獅子・飯良まちづくり運営協議会
・地域の範囲 小学校区（６集落）
・土地の面積 280.6ha ・農地面積 64ha ・世帯数 232戸
・構成員 根獅子町住民，飯良町住民，平戸市地域おこし協力隊

その他協議会が構成員として認めた者

取組内容

【全体】
〇将来ビジョンの実現

【農用地保全】
〇ゾーニングした農地での切り枝
（ヒバ・アカシア等）の植栽実証
と集出荷体制の確立

【地域資源活用】
〇地域資源を活用した加工品等の
試作，試験販売

【生活支援】
〇高齢者参加による農産物栽培と集出
荷体制づくりの検討
〇高齢者の見守り活動のしくみづくり
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対象地区の支援体制

地域づくり
コミュニティ協議会

市町村 伴走者
県

連携
情報共有

連携
情報共有

連携・情報共有

支援チーム

伴走支援

伴走支援の３か年のイメージ
１年目

信頼関係構築
課題整理

２年目

計画の実践と
見直し

３年目

振り返りと
自走化

モデル地区 支援地区の現
況把握

話し合いの方向
づけ

ビジョンの策定
支援

地区リーダー
へのアドバイ
ス

ビジョンの見
直し・点検

実証活動へ
の支援

組織の持続・
自立化にむけ
た取組支援

関係機関 支援地区の進捗状況把握と地区情報の共有
連携体制の構築

③ 県内伴走支援の事例
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伴走支援のフロー図

動機づけ
意識啓発

現状把握

問題抽出
課題整理

解決方策
合意形成

役割分担
実践活動

評 価

〇先進地区等の情報収集
〇県内外の事例紹介
〇アンケート調査項目・調査方法
の情報提供

〇アンケート結果のフィードバッ
クの仕方
〇ワークショップの進め方
〇ワークショップの意見集約とア
イディアの整理の仕方
〇将来ビジョン内容の検討

〇将来ビジョン・行動計画案の作成
〇将来ビジョンの地域へのフィード
バックの仕方
〇役場，関係機関との連携について

〇目標達成に向けたスケジュール
管理

〇持続可能な地域運営組織づくり
について

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

支援内容支援ステップ

～ビジョン策定から実践活動まで～

24



９ 活用できる施策支援制度
（国庫）

《内閣府》
・小さな拠点・地域運営組織の形成（小さな拠点情報サイト）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/

chiisanakyoten/index.html

《総務省》

・特定地域づくり事業協同組合制度

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/

jichi_gyousei/c-gyousei/tokutei_chiiki-

dukuri-jigyou.html 

《農林水産省》

・農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）の推進

～地域で支え合うむらづくり～

https://www.maff.go.jp/j/nousin/nrmo/

・農山漁村振興交付金

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/

shinko_kouhukin.html

・中山間地域等直接支払制度

https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/

siharai_seido/
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《農林水産省》

・多面的機能支払交付金

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/

tamen_siharai.html

・農福連携

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/

noufuku/index.html

・農山漁村地域づくりホットライン

https://www.maff.go.jp/j/nousin/hotline/

index.html

※この他，厚生労働省の重層的支援体制整備事業など
活用を検討できる補助事業が様々あります。

詳しい内容をお知りになりたい方は以下，URLからお
調べ下さい。

https://www.maff.go.jp/j/nousin/nrmo/sesaku.ht
ml
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９ 活用できる施策支援制度
（鹿児島県）

《農村振興課事業》

①かごしま農村創生塾

むらづくり活動に取り組み，次代を担うリーダー育

成のため研修を行っています。

②むらづくりサポーター派遣等（R7年度実施予定）

地域と行政の橋渡しができる方（むらづくりサポ

ーター）等を地域に派遣するなど実践者へのサポー

トを実施します。むらづくりサポーターの募集も行

っております。地域と行政の橋渡しを行いたい方も

ぜひご連絡ください。

③話し合い活動の支援
（ファシリテータ－）

• 話し合いのノウハウを
持つ専門家を派遣し，
話し合い活動を推進

助言者

• 人材をリストアップし
選定

①地域のサポート
・取組についての助言
・リーダーのサポート
②行政との橋渡し

27

【第１回】
人口予測プログラムを用いて，地域人口及び
農業就業者の人口を分析します。
これに基づき，地域人口維持に向けた｢人口
安定化シナリオ｣を作成します。

【第２回】
県内外の先進地事例に係る講演会を開催します。

【第３回】
県内の先進地視察研修及び１年間の研修を振り返り，今後の
むらづくり活動に係る計画を策定します。



【本事業で取り組めること】

パターン①：地元産農産物を活用した加工品の開発

パターン②：農家民宿等の開業に向けた空き家活用

《農村振興課事業》
③活かそう！むらの宝★ビジネス応援事業
多様な形で農村に関わる人材を確保するため，コミ
ュニティビジネスなど地域資源を活用した農村の新た
なしごとづくりのスタートアップを支援しています。

地域に魅力ある農産物や棚田があるけれど，
活用できていない…
高齢化などにより，地域での働き手が少なくな
ってきている…

本事業は，地域資源(農産物や棚田など)を活用し
た新たなしごとづくりのスタートアップを支援
します！

・対象経費：報償費，需用費，役務費，委託費，賃借料等
・補 助 率 ：２/３以内(最大100万円)
※本事業はソフト事業のため，施設整備等に係る経費は対象外
になります。(以下は一例です。)
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《くらし共生協働課事業》

①共生・協働の地域コミュニティづくり推進事業

「共生・協働の地域社会づくり」に向け，地域の多

様な主体が連携・協力して地域課題の解決等に取り組

んでいくための地域コミュニティの再生・創出に向け

た取組を促進する事業です。

市町村が実施する地域コミュニティを考える講演会

や地域コミュニティワークショップ・研修会等への助

成も実施しています。

《共生・協働センター事業》

①地域づくりに関する相談・活動支援等

https://www3.kagoshima-pac.jp/

②地域連携アドバイザー

https://www3.kagoshima-pac.jp/effort/pref/

※この他，活用を検討できる補助事業が様々あります。

詳しい内容をお知りになりたい方は以下，URLからお調
べ下さい。

鹿児島県地域づくりオールガイド

https://www.pref.kagoshima.jp/ac06/kurashi-
kankyo/chiiki/guide/allguide.html 29
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10 参考となる文献
・農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）形成の手引き

（農林水産省北陸農政局）

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nouson/

attach/pdf/230420-2.pdf

・小さな集落活性化事業ハンドブック（高知県）

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/

2024032900266/

・農村型地域運営組織（農村RMO）形成支援事業の取
組事例集（熊本県）

https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/201
198_523599_misc.pdf

・地域計画策定マニュアル（農林水産省）

https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/manual_ve
r5_1.pdf

・住み慣れた地域で暮らし続けるために

（内閣府地方創生推進事務局）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanak
yoten/tebiki.pdf

・「小さな拠点」づくり事例集

（内閣府地方創生推進事務局）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanak
yoten/pdf/jireisyuu.pdf

30

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nouson/attach/pdf/230420-2.pdf
https://www.maff.go.jp/hokuriku/nouson/attach/pdf/230420-2.pdf
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/
https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/201198_523599_misc.pdf
https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/manual_ver5_1.pdf
https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanakyoten/tebiki.pdf
https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanakyoten/pdf/jireisyuu.pdf


・行政職員による小さな拠点・地域運営組織の形成に

向けた研修の進め方の手引き

（内閣府地方創生推進事務局）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanak
yoten/pdf/kenshu_tebiki.pdf

・地域の課題解決を目指す地域運営組織の法人化

～進め方と事例～ （内閣府地方創生推進事務局）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanak
yoten/pdf/05_houjinkaguidebook.pdf

・地域運営組織法人化のススメ

（内閣府地方創生推進事務局）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiisanak
yoten/pdf/houjinkanosusume.pdf

参考資料

・地域振興のための普及活動のための手引き集

（平成１５年３月）（鹿児島県）

書籍でも参考となるものが多数販売されております。

以下，一部紹介します。

・ワークショップ入門（全国農業会議所）

・集落での話し合いの手引き（みんなの集落研究所）
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11 各種参考様式

＜天城町地域づくり協議会＞

※実際に使用されたアンケート様式です。参考に設問等御検討ください。
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＜北山校区コミュニティ協議会＞
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作成協力

鹿児島県農業・農村振興協会

県農業開発総合センター普及情報課

県男女共同参画局くらし共生協働課


